
地域農業の特徴

【新たな芽生え】

■ 大分県では、儲かる農業の実現を目指し、県内外の企業的経営体の誘致を積極
的に推進しています。

■ 宇佐市においても、醸造用ぶどう、茶等を栽培する農業生産法人が新規に参入
しています。

■ 整備が完了した農地では、新たな担い手による生産性の高い営農が展開さてい
ます。

【グリーン・ツーリズムの展開】

地域資源を活用したぶどう栽培の農業体
験や農家民泊など「グリーン・ツーリズム」
の展開により都市と農村の交流を進めて
います。

※「グリーン・ツーリズム」とは、農山漁村地域
において自然・文化・人々との交流を楽しむ滞
在型の余暇活動（農林水産省ＨＰより）

安心院ワイン ベビーリーフの作付状況
（且尾団地）

醸造用ぶどうの収穫
（矢津団地）

ベビーリーフ

地域農業の活性化

◆ ６次産業化◆
生産･加工･販売

◆グリーン・ツーリズム
◆都市･農村交流の展開

◆ 世界農業遺産◆
豊かな農村文化等が形成

◆ ブランド化◆
農産物・地域のブランド化

連 携連 携

▲「農家民泊」の体験学習で
ぶどう園を訪れた中学生



事業の効果

■ 大区画、緩傾斜に整備されたほ場では大型機械の導入が可能となり、経営規模の
拡大や営農 作業の効率化、低コスト化を実現します。

■ 担い手（新規参入法人を含む）への農地利用の集積・集約化を進めることにより、
経営規模の拡大による生産性、収益性の向上が見込まれます。

■ 企業的経営体による農業生産が展開されることにより、地場産の原料を活用した
６次産業化やブランド化への取組が加速的に推進され、農業の振興を基幹とした地
域経済の活性化が期待されます。

経営規模の拡大 農業の振興を基幹とした
総合的な地域の活性化

■６次産業化の強化とともに、全国や海外にも
目を向けた市場開拓が期待されます。

■担い手企業の雇用拡大や障がい者福祉施設
との連携が期待されます。

ぶどうの箱詰め作業 ベビーリーフの袋詰め作業

■ぶどうの観光農園拡大による所得向上やワ
イン祭り等のイベントを活用したぶどうを始め
とする農産物のＰＲ・販売といった観光産業と
の連携

観光農園 安心院ワイン祭り

宇佐の６次産業
（宇佐ブランド）

■農地の集積・集約化により担い手（個人経
営体含む）の経営規模は、事業実施前に比べ
約５倍（１ｈａ→５ha）に増加。

事業実施前 事業実施後
（見込み）

5.3ha

1.1ha

５倍の増

■担い手（組織経営体）の経営規模は、１経
営体当たり約13haとなり、全国の中山間
地域の経営規模約2haを大きく上回ります。

当地区の担い手
（組織経営体）

全国平均

12.6ha

1.9ha

■また、本地区に参入した担い手企業の雇用
の拡大や、後継者の増加も期待されます。

宇佐産業科学高
校生の荒茶加工
場の見学



農地の利用集積

■ 大規模で効率的な高生産性農業の展開を図るため、農地中間管理機構（（公社）大
分県農業農村振興公社）を活用し、農地の出し手（所有者）から地域農業の担い手
（新規参入法人等）への利用集積を機動的かつ加速的に実施します。

■ 受け手と担い手にとっては、集約化した農地を借りることができ、規模拡大が可能
となります。

■ 農地中間管理機構が農地の所有者と受け手をつなぐ役割を担います。

地域の観光と特産

・仙の岩

集塊岩でできた
旧耶馬風景の代表
的なものであり、
特に剣ヶ岳は全耶
馬渓随一の大岩柱
です。

深見川の清流を見下ろすように奇岩がそびえ立
ち、ツタやカズラに覆われた岩が造り出す自然の美
は、まるで山水画の世界です。

・東椎屋の滝

日本の滝百選に
選ばれた東椎屋の
滝は、日光華厳の
滝に似ていること
から「九州華厳」と
称されています。

高貴端麗な名瀑で滝壺から流れ出る清流の渓
谷、渓流の見事さもこの滝の特色です。

・ぶどう

宇佐市では、安心院地域を中心とする１２箇所の
ぶどう園や組合において、夏から秋の時季にぶど
う狩りが楽しめます。人気が高いシャインマスカッ
トやピオーネなど、ぶどう農家が丹精を込めて育て
た新鮮なぶどうを味わうことができます。

・鏝絵（こて絵）
鏝絵とは家の土蔵や妻壁、戸袋に描かれたレリー
フのことです。平らに塗られた漆喰の壁面に、鏝を
使って漆喰を盛り上げ彩色した
漆喰を上塗りするという
ものです。

宇佐市内には、数多く
の鏝絵が残されていま
すが、中でも安心院町
では、恵比寿、大黒、龍
や虎などを描いた大作
が多く、幸福を招く招福
辟邪の祈りが込められ
ています。

農林水産省 九州農政局駅館川農地整備事業所
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